
 

 

The One Point English  Ｐａｒｔ４ 

 

こんにちは！休校中の One Point English 第４弾です！ 

今日は、新型肺炎にまつわる英語の報道を参考に学んでいきましょう！ 

Are you ready? Let’s get started!!! 
 

１． 新型肺炎を英語で？ 

COVID-19 (コビッドナインティーン)～ 実はこれは Coronavirus Disease 2019 の略。 

人々の間で Corona と略して呼ばれることもあります。ただ、２００３年に中国で流行した

SARSも原因はコロナウィルス(Coronavirus)でした。だから今回は 2019がついて COVID-19

と呼ばれます。正式名称が Covid-19と知ってると Good です！ 

 

２． ソーシャルディスタンスは日本英語？ 

日本のニュースで聞くソーシャルディスタンス、日本語で「感染防止のため、人と距離をとって 

濃厚接触を避けようという試み」だね。  でも、これって正しい英語でしょうか？？？ 

実は英語圏の人々はソーシャルディスタンスではなく、Social distancing（ソーシャルディス  

タンスィング）と表現します。  どうして ing が必要なのでしょうか？ 

その理由は Social Distance は、もともと「社会的な階級（地位や人種、性別、性的志向） 

の違う人達の心理的な距離」を表す言葉として英語で使われてきたからです。だから英語の 

ニュースや新聞には Social Distancing という新しい言葉が使われています。 

また、distancing とすることで、「距離」ではなく「距離をとるという行為」を表すので ing が  

つきます☆ 

 

３． 報道でよくでてくる英語 

be infected with ～感染している  

ex: He may be infected with Covid-19.   彼は新型肺炎に感染しているかもしれません。 

be in quarantine 隔離中である 

ex: She is in quarantine now.   彼女は現在隔離中です。 

self-quarantine 自宅待機   

ex: I’ve been in self-quarantine for the past few weeks. 

                                     私はここ数週間自宅待機しています。 

※quarantine  隔離する・検疫をする（飛行機で見かけるアレです！） 

 

How was that? このようにトピックごとに英語を知っていくと実際にニュースなどで活用するこ

とができるので、ぜひやってみてくださいね！ Thank you! 
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